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初めに、 mont の高いカチオン交換性を利用して、層間にチタンを固定化した Ti4+ ・mont 触媒の調製・キャラクタ





として作用することを見出した。特に、 Sc3+-mont は、水溶媒中で 1，3・ジカルボニル化合物の Michael 反応を極めて



















Sc3+ および Cu2+ 交換モンモリロナイトが、無溶媒条件下でルイス酸触媒として効率よく機能する。上記のいずれ
の有機合成反応においても、金属カチオンモンモリロナイトから反応液へ固定化金属は溶出せず、再使用可能な不均
一系触媒となることを示した。さらに、金属カチオン交換モンモリロナイト触媒では、極性溶媒中で容易に膨潤する
柔軟な層状構造のため、層間の酸点が有効に利用でき、従来より固体酸として知られるゼオライト触媒では反応しな
い嵩高い基質分子を効率よく転換できる特徴を明らかにした。
以上のように、本研究では金属カチオンモンモリロナイト触媒が、均一系触媒の活性を凌駕する触媒機能を発現し、
環境に調和した各種有機合成反応を可能とすることを明らかにした。よって、本論文は博士(工学)の学位論文とし
て価値のあるものと認める。
